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ト
し
た
。
五
七
年
一
二
月
に
は
、
周
恩
来
が
三
峡
ダ
ム
の
実
現
を
託
し
た
題
辞
を
も
の
し
て
い
る（1
（

。
し
か
し
、
翌
年
早
々
に
開
か
れ

た
二
つ
の
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
着
工
の
決
定
は
見
送
ら
れ
た
。

　

五
八
年
一
月
に
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
南
寧
市
に
お
い
て
開
か
れ
た
政
治
局
拡
大
会
議
（
通
称
「
南
寧
会
議
」（
は
、
急
進
的
な

経
済
政
策
を
展
開
す
る
「
大
躍
進
運
動
」
を
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
政
治
史
に
名
を
残
す
会
議
と
な
っ
た
。
じ
つ
は
こ
の
会
議
で

は
毛
沢
東
が
三
峡
ダ
ム
計
画
に
つ
い
て
言
及
し
た
た
め
、
急
き
ょ
会
期
を
延
長
し
て
、
推
進
派
の
林
一
山
と
慎
重
派
の
李
鋭
を
招
集

し
討
議
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
約
二
か
月
後
に
開
か
れ
た
成
都
会
議
（
前
半
は
中
央
工
作
会
議
、
後
半
は
中
央
政
治
局
会
議
（
で
も
三

峡
ダ
ム
計
画
に
関
す
る
決
議
（「
中
共
中
央
関
於
三
峡
枢
紐
和
長
江
流
域
規
劃
的
意
見
」（
が
採
択
さ
れ
た
が
、
着
工
の
決
定
に
至
ら
な

か
っ
た
。「
大
躍
進
運
動
」
の
さ
な
か
と
い
う
時
局
も
手
伝
い
、
こ
の
決
議
に
対
し
て
は
「
促
進
」
で
は
な
く
「
促
退
」
だ
と
し
て
、

三
峡
ダ
ム
推
進
派
か
ら
不
満
が
噴
出
し
て
い
る（2
（

。

　
「
大
躍
進
運
動
」
の
時
代
に
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
三
峡
ダ
ム
計
画
は
着
工
さ
れ
ず
に
停
滞
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
と
い

う
の
が
本
稿
の
問
題
関
心
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
は
、
こ
の
二
つ
の
会
議
に
参
加
し
た
李
鋭
が
八
〇
年
代
に
発
表
し
た
著
述
に
基
づ
き
、
三
峡
ダ
ム
計
画
を
め
ぐ
る
攻
防

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
会
議
で
議
論
さ
れ
た
具
体
的
な
課
題
や
得
ら
れ
た
合
意
、
そ
の
後
の
政
策
過
程

へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
検
討
が
十
分
に
な
さ
れ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
本
稿
で
は
、
近
年
新
た
に
刊
行
さ
れ
た
資
料
を
利
用
し
、
三

峡
ダ
ム
計
画
が
こ
の
時
代
に
停
滞
し
た
要
因
を
探
る
。

第
一
節　

転
換
点
と
し
て
の
南
寧
会
議

１　

最
高
指
導
層
に
お
け
る
異
議
の
表
面
化
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南
寧
会
議
の
開
催
は
、
周
恩
来
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
毛
沢
東
が
同
意
し
自
ら
会
議
通
知
と
出
席
者
リ
ス
ト
を
作
成

し
た（（
（

。
毛
沢
東
の
当
初
の
計
画
で
は
、
会
期
は
一
九
五
八
年
一
月
一
一
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
と
な
っ
て
い
た
が
、
李
鋭
と
林
一
山
を

招
集
し
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
る
た
め
、
二
三
日
ま
で
延
長
さ
れ
た（（
（

。

　

南
寧
会
議
に
お
け
る
当
初
の
議
題
は
、
第
一
期
全
人
大
第
五
回
会
議
の
開
催
に
あ
た
っ
て
の
予
算
や
五
か
年
計
画
な
ど
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
毛
沢
東
は
周
恩
来
、
薄
一
波
ら
の
国
務
院
指
導
者
に
対
し
、
そ
の
慎
重
な
経
済
運
営
を
「
反
冒
進
」
で
あ
る
と
し
て
強
く

非
難
し
た（（
（

。

　

毛
沢
東
は
上
海
市
党
委
員
会
書
記
柯
慶
施
の
行
っ
た
「
乗
風
破
浪
、
加
速
建
設
社
会
主
義
的
新
上
海
」
報
告
を
褒
め
称
え
、
出
席

者
の
前
で
、「
恩
来
同
志
、
君
は
総
理
だ
が
、
見
た
ま
え
、
こ
ん
な
文
章
が
書
け
る
か
」
と
面
詰
し
た
。
周
恩
来
が
「
書
け
ま
せ
ん
」

と
答
え
る
と
、「
君
は
『
反
冒
進
』
と
言
え
ま
い
か
。
わ
た
し
は
反
『
反
冒
進
』
な
の
だ
」
と
詰
め
寄
っ
た
。
毛
沢
東
の
非
難
に
対

し
て
、
出
席
し
た
副
総
理
た
ち
は
戦
々
恐
々
と
し
て
い
た
。「
ほ
と
ん
ど
毎
晩
、（
李
（
先
念
、（
薄
（
一
波
な
ど
が
総
理
の
部
屋
に

集
ま
り
、
い
か
に
自
己
批
判
す
る
か
夜
中
の
二
、
三
時
ま
で
議
論
し
て
い
た
」
と
緊
迫
し
た
会
議
の
様
子
を
周
恩
来
の
秘
書
が
回
顧

し
て
い
る（7
（

。

　

引
き
続
き
、
一
七
日
に
も
毛
沢
東
は
「
反
冒
進
」
に
つ
い
て
周
恩
来
を
非
難
し
た（（
（

。
予
想
を
超
え
た
そ
の
非
難
を
う
け
て
、
周
恩

来
は
一
九
日
の
会
議
で
自
己
批
判
を
余
儀
な
く
さ
れ
た（9
（

。
こ
の
と
き
の
毛
沢
東
は
、「
困
難
を
も
の
と
も
せ
ず
前
進
す
る
勢
い
を

持
っ
た
、
抗
日
戦
争
期
に
み
ら
れ
る
興
奮
し
た
精
神
状
態
に
似
て
い
た
」
と
評
さ
れ
る（（（
（

。

　

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
毛
沢
東
が
三
峡
ダ
ム
に
言
及
し
討
論
を
求
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る（（（
（

。
そ
れ
を
う
け
て
、
薄

一
波
は
反
対
者
の
存
在
、
水
利
と
水
電
部
門
間
の
軋
轢
に
つ
い
て
報
告
し
た（（（
（

。
南
寧
会
議
に
お
い
て
、
薄
一
波
も
毛
沢
東
の
批
判
を

う
け
た
一
人
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
そ
れ
で
も
反
対
者
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
に
は
、
薄
一
波
、
李
富
春
ら
経
済
や
財
政
を

主
管
す
る
副
総
理
た
ち
の
三
峡
ダ
ム
に
対
す
る
根
強
い
反
対
姿
勢
が
う
か
が
え
よ
う
。



（

法学研究 90 巻 7 号（2017：7）

２　

李
鋭
と
林
一
山
の
南
寧
入
り

　

南
寧
入
り
に
つ
い
て
、
李
鋭
が
中
央
弁
公
庁
か
ら
の
電
話
で
招
集
を
う
け
た
の
は
一
月
一
七
日
で
あ
っ
た
。
翌
日
、
彼
を
乗
せ
た

専
用
機
が
武
漢
に
立
ち
寄
り
、
林
一
山
と
そ
の
秘
書
魏
廷
琤
が
合
流
し
南
寧
に
向
か
っ
た（（（
（

。

　

一
方
、
林
一
山
は
李
鋭
と
異
な
る
回
想
を
し
て
い
る
。
林
一
山
は
南
寧
会
議
に
お
け
る
自
ら
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
は
多
く

を
語
ら
な
い
が
、
李
鋭
よ
り
先
に
南
寧
入
り
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
い
わ
く
、「
南
寧
会
議
で
は
三
峡
ダ
ム
が
議
題
だ
っ
た
の
で
、

会
議
が
始
ま
る
前
に
、
秘
書
張
行
彬
を
連
れ
て
毛
沢
東
の
遣
わ
し
た
専
用
機
で
南
寧
入
り
し
た
」（（（
（

。
ま
た
は
、「
私
が
着
い
て
か
ら

（
毛
（
主
席
に
反
対
者
の
い
る
こ
と
を
告
げ
る
者
が
い
た
。
そ
れ
は
李
鋭
と
い
う
人
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
反
対
意
見
に
関
心
を

持
っ
た
の
で
、
ま
た
飛
行
機
を
遣
わ
せ
て
彼
を
連
れ
て
き
た
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る（（（
（

。

　

し
か
し
、
南
寧
会
議
へ
の
出
席
者
名
簿
は
毛
沢
東
が
事
前
に
作
成
し
て
お
り
、
そ
の
リ
ス
ト
に
は
林
一
山
の
名
前
は
な
か
っ
た（（（
（

。

加
え
て
、
南
寧
会
議
は
予
定
よ
り
会
期
を
延
長
し
、
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
討
議
す
る
運
び
に
な
っ
た
こ
と
を
鑑
み
て
も
、
林
一
山
だ

け
が
事
前
に
南
寧
に
招
集
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
林
一
山
の
部
下
で
あ
る
長
江
流
域
規
劃
弁
公
室
（
以
下
、
長
弁
（

宣
伝
部
の
成
授
台
ら
も
、「
南
寧
会
議
の
最
終
段
階
に
、
毛
沢
東
が
正
式
に
三
峡
ダ
ム
を
政
治
局
会
議
の
議
題
に
挙
げ
た
」
と
認
め

て
い
る（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
会
議
に
居
合
わ
せ
た
毛
沢
東
の
秘
書
田
家
英
が
李
鋭
の
到
着
直
後
に
語
っ
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
が
薄
一
波

の
発
言
を
う
け
て
李
鋭
と
林
一
山
を
急
き
ょ
招
集
し
た
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う（（（
（

。

　

二
人
の
到
着
し
た
夜
に
、
早
速
林
一
山
が
約
二
時
間
、
李
鋭
が
約
三
〇
分
の
報
告
を
行
っ
た
。
毛
沢
東
ら
は
時
折
二
人
の
報
告
に

割
り
込
ん
で
コ
メ
ン
ト
し
た
が
、
最
後
に
二
人
に
報
告
書
の
提
出
を
指
示
し
た
。
林
一
山
が
約
二
万
字
の
『
関
於
長
江
流
域
規
劃
的

初
歩
意
見
』、
李
鋭
が
約
八
千
字
の
『
大
力
発
展
水
電
以
保
証
電
力
工
業
一
五
年
赶
上
英
国
和
修
建
三
峡
水
電
站
的
問
題
』（
以
下
、

『
大
力
発
展
水
電
和
修
建
三
峡
水
電
站
的
問
題
』（
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た
。
三
日
後
の
二
二
日
夜
に
、
二
人
は
再
び
会
議
で
報
告
し
た（（（
（

。
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〈
表
１
：
李
鋭
と
林
一
山
の
対
面
〉
で
示
し
た
よ
う
に
、
李

鋭
と
林
一
山
は
、
こ
の
会
議
ま
で
に
す
で
に
四
回
も
顔
を
合
わ

せ
て
お
り
、
激
し
い
議
論
を
交
わ
し
て
き
た
相
手
で
も
あ
っ
た（（（
（

。

あ
る
意
味
で
二
人
は
、
そ
れ
ま
で
戦
わ
せ
て
き
た
争
点
を
最
高

指
導
層
の
前
で
再
確
認
し
た
形
に
な
る
が
、
こ
の
会
議
で
は
と

り
わ
け
二
つ
の
問
題
が
新
た
に
注
目
さ
れ
た
。

３　

三
峡
ダ
ム
に
関
す
る
二
つ
の
争
点

①
　
建
設
費
の
問
題

　

林
一
山
は
、「
中
央
の
三
峡
ダ
ム
建
設
の
意
図
は
非
常
に
明

確
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
会
議
で
は
建
設
費
の
討
論

に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
、
削
減
の
要
請
も
あ
っ
た
か
ら
だ
」

と
回
顧
し
て
い
る（（（
（

。
そ
の
値
引
き
交
渉
の
プ
ロ
セ
ス
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　

林
一
山
は
三
峡
ダ
ム
の
建
設
費
を
七
二
億
人
民
元
と
報
告
し

た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
周
恩
来
は
「
発
電
機
を
減
ら
せ
ば
五
〇

億
で
足
り
る
か
」
と
質
問
し
た
。
林
一
山
が
「
足
り
る
」
と
答

え
る
と
、
薄
一
波
は
「
二
五
億
で
は
ど
う
か
」
と
畳
み
掛
け
た

が
、
そ
れ
に
対
し
て
は
頑
と
し
て
不
足
を
主
張
し
た
。
実
は
建

表１：李鋭と林一山の対面（1958年まで）

期日 場所 要件

19（2年（月（日～
12日

武漢市 李鋭が湖南省委宣伝部長として荆江工程を
視察した際に、林一山の説明をうけた

19（2年12月2（日 武漢市にある長江水利委
員会

李鋭が燃料工業部水電工程局長として情報
収集のために林一山を訪問

19（（年10月 丹江口ダム予定地 丹江口ダム予定地の視察、建設の可能性に
ついて議論

19（（年2月 三峡ダム予定地 ソ連人専門家とともに三峡ダム予定地の視
察、建設の是非について議論

19（（年1月1（日、
22日

南寧会議 毛沢東らの前で三峡ダム建設の是非につい
て論戦

19（（年2月2（日
～翌月（日

武漢市から重慶市までの
船上、三峡ダム予定地

周恩来らとともに三峡ダム予定地の視察、
議論

出典：『李鋭往事雑憶』2（0～2（1、27（頁、江蘇人民出版社、199（年。李南央編『李鋭日記（19（（～
（（年）』（（（、（19頁、渓流出版社、200（年。
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設
費
の
問
題
に
つ
い
て
、
林
一
山
は
「
建
設
費
に
つ
い
て
は
、
数
回
に
わ
た
っ
て
書
簡
や
面
会
を
通
し
て
報
告
し
て
お
り
、
毛
主
席

は
算
出
過
程
を
ご
承
知
の
は
ず
だ
が
、
主
席
は
『
中
央
が
決
定
し
た
あ
と
に
予
算
が
足
り
な
く
な
っ
た
と
言
い
出
し
は
し
な
い
か
』

と
不
安
を
口
に
な
さ
っ
た
」
と
認
め
て
い
る（（（
（

。

　

毛
沢
東
の
懸
念
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、「
釣
魚
工
程
」
と
揶
揄
さ
れ
る
官
僚
部
門
や
地
方
政
府
の
常
套
手
段
で
あ
る
。

「
釣
魚
工
程
」
と
は
、
官
僚
部
門
や
地
方
政
府
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
承
認
を
得
る
た
め
、
あ
え
て
低
め
の
予
算
で
申
請
し
、
許
可
さ

れ
て
か
ら
再
度
高
め
の
予
算
を
組
み
な
お
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
最
高
指
導
層
に
は
、
三
峡
ダ
ム
も
ま
た
「
釣
魚
工
程
」
に
陥
る

不
安
が
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
そ
の
不
安
に
は
根
拠
が
あ
っ
た
。
じ
つ
は
こ
の
時
点
で
、
林
一
山
が
提
示
す
る
数

字
は
か
な
り
あ
や
ふ
や
な
も
の
で
あ
っ
た
。
林
一
山
自
身
が
七
二
億
人
民
元
に
辿
り
つ
く
ま
で
の
算
出
過
程
を
、
次
の
よ
う
に
明
ら

か
に
し
て
い
る（（（
（

。

　

彼
は
、
五
三
年
に
長
江
を
下
る
「
長
江
艦
」
上
で
毛
沢
東
に
、
四
〇
年
代
に
米
国
人
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
ジ
の
試
算
し
た
建
設
費
は

一
三
億
米
ド
ル
で
、
人
民
元
に
換
算
す
る
と
七
八
億
に
な
る
と
説
明
し
た
。
そ
の
際
、
毛
沢
東
は
自
分
の
裁
量
で
き
る
主
席
基
金
は

毎
年
七
〜
八
億
人
民
元
で
、
三
峡
ダ
ム
の
建
設
費
を
一
〇
数
年
の
建
設
工
期
で
割
れ
ば
、
主
席
基
金
の
み
で
も
カ
バ
ー
で
き
る
と
発

言
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
ソ
連
人
専
門
家
は
建
設
費
が
二
〇
〇
億
人
民
元
を
超
え
る
と
推
計
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
長
弁
の
技
術
者
楊

賢
溢
は
一
〇
〇
億
人
民
元
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
林
一
山
は
両
者
の
数
字
の
合
理
性
を
判
断
で
き
ず
、
折
衷

案
と
し
て
一
六
〇
億
人
民
元
と
報
告
し
た
。
そ
の
報
告
を
見
た
毛
沢
東
は
王
任
重
に
、
こ
ん
な
に
金
が
か
か
る
よ
う
で
は
完
成
は
い

つ
に
な
る
だ
ろ
う
と
漏
ら
し
て
い
る
。

　

の
ち
に
、
ソ
連
人
専
門
家
が
中
国
人
技
術
者
の
意
見
を
組
み
入
れ
再
計
算
す
る
と
、
以
前
よ
り
低
い
数
字
が
出
た
。
そ
れ
を
う
け

て
、
林
一
山
は
再
び
毛
沢
東
に
対
し
て
三
峡
ダ
ム
の
建
設
費
が
一
〇
〇
億
か
ら
一
二
〇
億
人
民
元
で
あ
る
と
報
告
し
、
そ
の
後
ま
た
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九
〇
億
人
民
元
に
し
て
報
告
し
た
。
南
寧
会
議
直
前
、
林
一
山
は
長
弁
の
技
術
者
ら
に
建
設
費
を
抑
え
ら
れ
る
か
再
計
算
さ
せ
た
が
、

結
果
は
七
二
億
人
民
元
で
あ
り
、
図
ら
ず
も
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
ジ
の
試
算
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
算
出
過
程
を
鑑
み
る
に
、
林
一
山
の
提
案
し
た
三
峡
ダ
ム
建
設
費
は
十
分
に
検
証
さ
れ
た
科
学
的
な
も
の
と
は
言
い

が
た
い
。
ま
た
、「
長
委
会
の
責
任
者
」（
林
一
山
を
指
す
と
思
わ
れ
る
―
―
筆
者
（
が
五
七
年
一
一
月
、
つ
ま
り
南
寧
会
議
の
二
か
月

前
に
、
副
総
理
李
富
春
に
対
し
て
、
三
峡
ダ
ム
投
資
額
の
見
積
り
は
四
九
億
人
民
元
と
報
告
し
て
い
た（（（
（

。
こ
れ
も
明
ら
か
に
低
い
数

字
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
李
富
春
が
南
寧
会
議
で
こ
の
矛
盾
を
い
か
に
追
及
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
も
ま
た
不
信
感

を
抱
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
林
一
山
が
振
り
返
る
よ
う
に
、
中
央
に
建
設
の
意
図
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
算
出
を
も
と
に
予
算
を
組
む
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

②
　
安
全
保
障
問
題
の
初
登
場

　

林
一
山
が
は
じ
め
て
三
峡
ダ
ム
計
画
を
公
に
し
た
五
六
年
の
段
階
で
、
言
及
し
た
問
題
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
に
、
水
量
の
多
さ
に
よ
る
、
水
流
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
堰
き
止
め
工
事
の
困
難
。
第
二
に
、
大
規
模
か
つ
長
期
の
工
程
が
要
す
る

莫
大
な
資
金
投
入
と
回
収
の
長
期
化
。
第
三
に
、
中
国
内
地
に
お
け
る
最
大
の
交
通
動
脈
た
る
、
長
江
主
流
を
切
断
す
る
こ
と
に
よ

る
物
流
へ
の
影
響
。
第
四
に
、
国
民
経
済
の
需
要
を
超
え
た
発
電
量
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
は
な

か
っ
た（（（
（

。

　

ま
た
、
長
弁
に
よ
っ
て
五
九
年
七
月
に
発
表
さ
れ
た
『
長
江
流
域
綜
合
利
用
規
劃
要
点
報
告
総
論
』
は
、
林
一
山
が
南
寧
会
議
で

提
出
し
た
『
関
於
長
江
流
域
規
劃
的
初
歩
意
見
』
を
原
案
と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
、「
ダ
ム
の
安
全
保
障
に
か
か
わ
る
投
資
は

そ
の
異
な
る
基
準
に
よ
っ
て
別
途
計
算
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（（（
（

。

　

林
一
山
が
は
じ
め
て
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
に
言
及
す
る
の
は
六
六
年
三
月
九
日
の
「
中
央
、
主
席
」
宛
の
手
紙
中
で
あ
り
、
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「
三
峡
ダ
ム
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
疑
い
な
く
敵
が
破
壊
す
る
標
的
に
な
る
」
と
認
め
た
う
え
で
、
そ
の
対
策
を
述
べ
て
い
る（（（
（

。

　

同
時
に
、
李
鋭
も
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
南
寧
会
議
が
初
と
思
わ
れ
る
。
李
鋭
が
こ
の
問
題
を
明

文
化
し
た
の
は
、
二
二
日
夜
の
会
議
に
提
出
し
た
報
告
書
『
大
力
発
展
水
電
和
修
建
三
峡
水
電
站
的
問
題
』
の
な
か
で
あ
り
、
三
峡

ダ
ム
建
設
の
問
題
点
七
つ
の
う
ち
、
四
番
目
に
三
峡
ダ
ム
と
安
全
保
障
の
関
係
を
挙
げ
て
い
る
。

　
「
第
四
に
、
三
峡
ダ
ム
と
安
全
保
障
の
関
係
が
あ
る
。（
毛
（
主
席
は
談
話
の
な
か
で
明
確
に
こ
の
点
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
三
峡

ダ
ム
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
当
然
敵
の
注
意
を
引
く
。
も
し
破
壊
さ
れ
れ
ば
、
中
国
経
済
の
大
部
分
に
打
撃
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
よ
り
深
刻
な
こ
と
に
は
、（
長
江
（
下
流
幾
千
万
人
民
の
生
命
に
か
か
わ
る
問
題
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
考
慮
し
て
も
、
三

峡
ダ
ム
の
建
設
時
期
は
世
界
情
勢
と
一
定
の
関
係
を
も
つ
」（（（
（

。

　

こ
の
報
告
書
は
南
寧
会
議
に
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
宛
名
は
「
主
席
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
文
末
に
「
主
席
の
ご
参
考
ま

で
」
と
あ
り
、
毛
沢
東
の
目
に
入
れ
る
前
提
の
文
章
に
当
人
の
発
言
を
偽
っ
て
記
す
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
こ
か
ら
、
毛
沢
東
が
南

寧
会
議
で
三
峡
ダ
ム
と
安
全
保
障
の
問
題
を
「
明
確
に
指
摘
」
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

で
は
、
毛
沢
東
の
発
言
は
い
か
な
る
状
況
で
な
さ
れ
た
か
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
南
寧
会
議
で
は
、
一
月
一
八
日
と
二
二
日
の
二
回
に
わ
け
て
三
峡
ダ
ム
計
画
を
討
議
し
た
が
、
一
月
一
八
日

は
林
一
山
と
李
鋭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
述
べ
た
の
に
対
し
、
二
二
日
に
は
二
人
の
報
告
書
を
も
と
に
再
度
議
論
が
行
わ
れ
た（（（
（

。

　

じ
つ
は
、
こ
の
二
日
間
の
会
議
中
に
毛
沢
東
が
行
っ
た
三
峡
ダ
ム
安
全
保
障
問
題
に
関
す
る
発
言
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
制
限
上
、

李
鋭
の
回
顧
を
参
照
す
る
ほ
か
な
い
。

　

一
月
一
八
日
、
李
鋭
が
「（
三
峡
ダ
ム
の
（
安
全
保
障
も
問
題
で
あ
り
、
建
設
時
期
は
世
界
情
勢
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
発
言

し
た
。
そ
れ
を
う
け
て
、
毛
沢
東
は
「
三
峡
ダ
ム
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
当
然
敵
の
注
意
を
引
く
。
決
し
て
破
壊
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
」
と
言
葉
を
挟
ん
だ
。
同
時
に
、
フ
ロ
ア
か
ら
「
下
流
の
幾
千
万
の
人
命
が
か
か
わ
る
問
題
だ
」
と
指
摘
す
る
声
が
上
が
っ
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た
（
（（
（

。

　

上
述
の
李
鋭
に
よ
る
報
告
書
は
こ
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
発
言
者
を
伏
せ
た
形
で
再
現
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
上
述
し

た
よ
う
に
、
林
一
山
が
「
中
央
、
主
席
」
宛
の
手
紙
で
「
三
峡
ダ
ム
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
疑
い
な
く
敵
が
破
壊
す
る
標
的
に

な
る
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
毛
沢
東
の
発
言
を
林
一
山
が
意
識
し
て
引
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
二
二
日
に
毛
沢
東
は
総
括
を
行
っ
た
が
、
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
、「
原
子
爆
弾
の
問
題
も
あ
る
。
一

極
集
中
は
よ
く
な
い
。
や
は
り
ほ
か
の
発
電
所
も
あ
っ
た
方
が
い
い
」
と
発
言
し
た（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
李
鋭
の
発
言
に
呼
応
し
た
形
で
は
あ
る
が
、
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
に
毛
沢
東
が
南
寧
会
議
中
、
二
回
も
懸

念
を
示
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

李
鋭
は
会
議
の
流
れ
で
、
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
は
じ
め
て
言
及
し
た
が
、
そ
れ
が
三
峡
ダ
ム
の
政
策
過
程
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
南
寧
会
議
で
は
上
述
の
議
論
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
同
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
台
湾
海
峡

危
機
が
起
こ
る
と
、
会
議
で
議
論
さ
れ
た
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
別
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
人

民
解
放
軍
総
参
謀
部
が
関
与
す
る
形
で
、
ダ
ム
の
安
全
確
保
の
た
め
推
進
派
の
ダ
ム
サ
イ
ト
案
は
再
検
討
を
迫
ら
れ
、
三
峡
ダ
ム
計

画
自
体
が
停
滞
の
様
相
を
呈
し
た
。

　

別
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
存
命
中
に
繰
り
返
し
安
全
保
障
問
題
を
理
由
に
推
進
派
か
ら
の
建
設
要
求
を
却
下
し
て
い

た
。
林
一
山
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、「
三
峡
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
の
異
な
る
意
見
が
、
例
え
ば
、
朱
徳
、
陳
雲
な
ど
中
央
政

治
局
の
何
人
か
の
常
務
委
員
に
影
響
を
与
え
た
。
あ
る
同
志
が
朱
徳
に
、
米
国
が
三
峡
ダ
ム
を
決
壊
さ
せ
た
場
合
、
上
海
は
水
没
す

る
と
報
告
し
た
」（（（
（

。
あ
る
意
味
で
、
南
寧
会
議
で
の
議
論
を
契
機
に
最
高
指
導
層
で
は
、
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
一

定
の
共
通
し
た
見
解
が
も
た
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
二
節　

推
進
派
の
う
け
た
ダ
メ
ー
ジ

　

南
寧
会
議
で
表
面
化
し
た
三
峡
ダ
ム
の
建
設
費
と
安
全
保
障
の
問
題
は
、
最
高
指
導
層
の
真
剣
な
考
慮
を
要
す
る
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
共
産
党
人
の
「
革
命
」
的
な
情
熱
で
は
克
服
で
き
ず
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
能
力
が
問
わ
れ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

の
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
、
最
高
指
導
層
の
不
安
感
を
払
拭
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
推
進
派
に
と
っ
て
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　

同
時
に
別
稿
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
推
進
派
は
三
峡
ダ
ム
計
画
が
中
央
の
既
定
方
針
で
あ
る
と
公
言
し
た
こ
と
で
、
李
鋭
ら
か
ら

強
い
反
発
を
う
け
て
い
た（（（
（

。
し
か
し
、
南
寧
会
議
で
毛
沢
東
は
、「
中
央
は
三
峡
ダ
ム
建
設
の
決
定
を
し
て
い
な
い
が
、
私
は
三
峡

ダ
ム
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た（（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
毛
沢
東
自
身
が
三
峡
ダ
ム
計
画
に
関
す
る
立
場
を
明
ら

か
に
し
た
こ
と
も
、
推
進
派
に
は
不
利
に
作
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
月
二
二
日
の
会
議
で
、
毛
沢
東
は
周
恩
来
に
長
江
お
よ
び
三
峡
ダ
ム
計
画
の
事
業
を
託
し
、「
年
に
四
回
か
か
わ
る
よ
う
に
」

と
指
示
し
た（（（
（

。
三
峡
ダ
ム
計
画
が
周
恩
来
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
は
、
計
画
が
毛
沢
東
と
林
一
山
の
間
の
個
人
的
な
つ
な
が
り
で
進
め

ら
れ
た
従
来
の
手
法
か
ら
、
周
恩
来
の
率
い
る
国
務
院
と
い
う
組
織
系
統
に
移
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

ま
た
、
南
寧
会
議
で
問
題
視
さ
れ
た
水
利
と
水
電
部
門
と
の
軋
轢
を
解
消
す
る
た
め
に
、
会
議
直
後
の
二
月
一
六
日
に
水
利
部
と

電
力
工
業
部
は
水
利
電
力
部
（
以
下
、
水
電
部
（
に
合
併
さ
れ
た
。
同
時
に
、
水
電
総
局
は
水
利
部
の
工
程
局
と
合
併
し
、
水
利
水

電
建
設
総
局
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
水
利
部
門
は
河
川
開
発
に
お
い
て
独
自
の
政
策
を
と
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
と
い
え

よ
う
。

　

以
上
の
こ
と
に
加
え
、
李
鋭
が
林
一
山
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。

　

林
一
山
は
、「
誠
実
に
、
嘘
偽
り
を
交
え
ず
述
べ
る
よ
う
に
。
中
央
（
毛
沢
東
―
―
筆
者
（
の
前
で
扇
動
的
な
話
を
し
て
は
い
け
な
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い
」
と
薄
一
波
と
胡
喬
木
に
叱
責
を
う
け
た
。
ま
た
翌
日
に
も
、
食
事
の
と
き
に
林
一
山
は
再
び
胡
喬
木
に
な
じ
ら
れ
た（（（
（

。

　

じ
つ
は
、
林
一
山
が
一
九
一
〇
年
生
ま
れ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
李
鋭
は
七
歳
年
下
で
、
薄
一
波
は
二
歳
年
上
の
一
九
〇
八
年
生

ま
れ
、
胡
喬
木
が
二
歳
年
下
の
一
九
一
二
年
生
ま
れ
と
、
四
人
は
年
齢
が
近
か
っ
た
。
む
ろ
ん
、
党
内
ま
た
は
政
府
内
の
職
位
で
は
、

胡
喬
木
（
中
共
中
央
委
員
、
中
央
書
記
処
候
補
書
記
（
も
薄
一
波
（
副
総
理
（
も
林
一
山
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
林
一
山
は
遼

南
省
党
委
書
記
を
務
め
た
経
験
が
あ
り
、
の
ち
に
長
江
流
域
を
管
轄
す
る
組
織
で
は
一
国
一
城
の
主
と
し
て
部
下
か
ら
の
尊
敬
を
一

身
に
集
め
て
い
た
。

　

中
共
党
内
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
の
ぞ
か
せ
る
一
場
面
で
あ
っ
た
が
、
南
寧
会
議
で
は
推
進
派
へ
の
風
当
た
り
が
そ
れ
だ
け
強
い
も

の
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　

加
え
て
毛
沢
東
は
李
鋭
の
才
能
を
認
め
、「
わ
が
党
内
に
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
秀
才
が
必
要
だ
」
と
し
て
彼
を
自
分
の
秘
書

に
し
た（（（
（

。
こ
れ
も
ま
た
林
一
山
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
論
争
相
手
に
軍
配
が
上
が
っ
た
の
も
同
然
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
以
上
に
、
毛
沢

東
の
秘
書
と
い
う
身
分
を
得
た
李
鋭
は
成
都
会
議
に
参
加
し
、
三
峡
ダ
ム
に
関
す
る
決
議
の
作
成
に
自
ら
の
意
見
を
盛
り
込
む
こ
と

が
で
き
た
。

　
「
こ
れ
で
推
進
派
は
も
う
騒
げ
な
く
な
っ
た
と
思
っ
た
」
と
の
李
鋭
の
回
顧
か
ら
も
、
南
寧
会
議
に
お
け
る
林
一
山
の
狼
狽
ぶ
り

が
う
か
が
え
よ
う（（（
（

。
第
三
節　

成
都
会
議
に
お
け
る
「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
制
定

１　

三
峡
地
域
の
実
地
調
査
と
意
見
表
出

　

南
寧
会
議
で
三
峡
ダ
ム
計
画
の
主
管
を
任
せ
ら
れ
た
周
恩
来
は
、
一
九
五
八
年
二
月
二
六
日
か
ら
翌
月
六
日
ま
で
、
武
漢
か
ら
重
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慶
ま
で
船
で
移
動
し
三
峡
地
域
の
実
地
調
査
を
主
宰
し
た（（（
（

。

　

周
恩
来
の
ほ
か
に
、
副
総
理
李
富
春
と
李
先
念
、
合
併
し
た
ば
か
り
の
水
電
部
の
水
利
と
電
力
両
方
の
部
長
李
葆
華
、
劉
瀾
波
と

副
部
長
張
含
英
、
銭
正
英
が
参
加
し
た
。
中
央
部
門
は
、
中
国
科
学
院
副
院
長
兼
党
組
書
記
張
勁
夫
と
国
家
技
術
委
員
会
の
劉
西
堯

が
派
遣
さ
れ
た
が
、
交
通
部
、
地
質
部
と
第
一
機
械
工
業
部
（
以
下
、
一
機
部
（
の
関
係
者
も
参
加
し
た
。
地
方
政
府
の
参
加
者
に

は
、
四
川
省
委
書
記
閻
紅
彦
、
湖
北
省
委
書
記
王
任
重
な
ど
が
い
た
。
そ
し
て
ソ
連
人
専
門
家
を
は
じ
め
、
関
係
部
門
の
技
術
者
と

と
も
に
、
水
力
発
電
部
門
か
ら
は
李
鋭
、
李
善
民
、
陸
欽
侃
と
程
学
敏
、
水
利
部
門
か
ら
は
林
一
山
と
李
鎮
南
ら
が
参
加
し
た（（（
（

。

　

総
勢
一
〇
〇
人
前
後
の
一
行
が
、
現
場
の
視
察
と
船
上
で
の
論
争
を
繰
り
返
し
た
。
李
鋭
は
四
〇
歳
と
い
う
若
さ
に
よ
っ
て
な
ん

と
か
持
ち
こ
た
え
た
と
の
こ
と
で
、
議
論
が
白
熱
化
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る（（（
（

。

　

李
鋭
と
林
一
山
は
従
来
の
論
点
を
重
ね
て
言
明
し
た（（（
（

。
さ
ら
に
、
ソ
連
人
専
門
家
が
、
三
峡
ダ
ム
は
莫
大
な
投
資
額
に
加
え
、
発

電
量
が
経
済
規
模
の
必
要
と
す
る
電
力
を
超
え
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
長
江
の
支
流
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
慎
重
な
意
見
を

述
べ
た（（（
（

。
そ
れ
に
は
、
李
鋭
や
陸
欽
侃
ら
が
同
調
し
た
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
地
方
政
府
と
部
長
ク
ラ
ス
の
意
見
で
あ
る
。

　

閻
紅
彦
は
視
察
中
に
周
恩
来
か
ら
考
え
を
問
わ
れ
、「
大
局
に
従
う
。
し
か
し
、
水
位
は
洪
水
対
策
の
た
め
に
設
定
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
発
電
の
た
め
に
高
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
希
望
す
る
」
と
答
え
た（（（
（

。

　

一
方
、
王
任
重
は
約
一
〇
分
間
も
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
三
峡
ダ
ム
の
長
江
中
流
に
お
け
る
洪
水
防
除
や
、
国
家
建
設
へ
の
絶
大

な
影
響
な
ど
を
指
摘
し
た
。
彼
は
南
寧
会
議
で
は
発
言
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
林
一
山
を
弁
護
す
る
発
言
を
し
て
い
る（（（
（

。
い
わ
く
、

「
彼
は
仕
事
に
強
い
責
任
感
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
問
題
提
起
は
調
査
と
研
究
を
経
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
拠
に
基
づ
い
て

い
る
。
決
し
て
い
い
加
減
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
」（（（
（

。
ま
た
、
こ
の
視
察
に
際
し
て
林
一
山
に
助
言
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。「
こ
の
度
の
会
議
は
三
峡
ダ
ム
が
議
題
な
の
で
、
ほ
か
の
こ
と
を
多
く
語
る
と
重
点
が
目
立
た
な
く
な
る
。
私
は
彼
と
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相
談
し
、
三
峡
ダ
ム
そ
の
も
の
に
特
化
し
て
書
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
た
め
、
彼
の
報
告
で
は
長
江
の
中
流
と
下
流
、
主
流
と
支
流
、

ま
た
は
中
型
と
小
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係
に
つ
い
て
あ
ま
り
言
及
し
て
い
な
い
」（（（
（

。
王
任
重
の
こ
う
し
た
言
説
か
ら
は
、
推
進
派

間
の
連
携
関
係
を
み
て
と
れ
よ
う
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
水
利
部
と
電
力
工
業
部
が
合
併
さ
れ
た
が
、
そ
の
部
長
の
李
葆
華
と
劉
瀾
波
は
「
三
峡
ダ
ム
の
推
進
派
に
な

る
」
と
宣
言
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
発
言
を
し
た（（（
（

。

　

水
利
部
副
部
長
で
あ
っ
た
李
葆
華
は
、
過
去
二
年
間
に
わ
た
っ
て
水
利
と
水
電
両
部
門
が
論
争
し
た
結
果
、「
現
在
で
は
双
方
と

も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
き
た
」
と
評
価
す
る
一
方
で
、
三
峡
ダ
ム
の
完
成
に
二
〇
年
間
も
か
け
る
の
は
長
す
ぎ
る
と
し
て
、「
た
と

え
三
峡
ダ
ム
は
英
国
を
追
い
越
す
の
に
間
に
合
わ
な
い
と
し
て
も
、
将
来
米
国
を
追
い
越
す
の
に
使
え
る
だ
ろ
う
」
と
発
言
し
た
。

こ
れ
は
、
李
鋭
の
「
目
下
英
国
を
追
い
越
す
の
に
、
三
峡
ダ
ム
は
間
に
合
わ
な
い
」
と
の
発
言
へ
の
反
論
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

李
葆
華
は
「
大
躍
進
運
動
」
に
呼
応
す
る
形
で
水
利
部
門
の
立
場
を
表
明
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
、
電
力
工
業
部
長
で
あ
っ
た
劉
瀾
波
は
、
従
来
の
論
争
を
認
め
た
う
え
で
、「
三
峡
ダ
ム
建
設
の
着
手
は
、
重
要
な
技
術
問

題
が
解
決
さ
れ
た
後
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
慎
重
な
考
え
を
示
し
た
。

　

ま
た
こ
の
場
で
、
そ
の
活
躍
を
抜
き
に
し
て
三
峡
ダ
ム
の
歴
史
を
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
が
、
は
じ
め
て
登
場
し
た
。
元
水

利
部
副
部
長
銭
正
英
で
あ
る
。
彼
女
は
八
〇
年
代
以
降
、
三
峡
ダ
ム
の
推
進
に
多
大
な
影
響
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、「
五
〇

年
代
、
六
〇
年
代
に
は
三
峡
ダ
ム
に
反
対
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る（（（
（

。
し
か
し
、
五
八
年
の
時
点
で
な
さ
れ
た
彼
女
の
発
言
は
反
対

と
は
見
な
し
が
た
い
。

　

銭
正
英
が
李
鋭
の
あ
と
に
長
い
発
言
を
行
っ
た
が
、
そ
の
主
旨
は
三
峡
ダ
ム
を
強
く
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
三
峡
ダ
ム
は

長
江
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
カ
ギ
で
あ
り
、
中
心
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
肯
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、「
三
峡
ダ
ム
を
肯
定

し
な
け
れ
ば
、
主
流
と
支
流
の
関
係
を
正
確
に
定
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
」、「
長
江
洪
水
問
題
の
抜
本
的
な
解
決
に
は
三
峡
ダ
ム
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を
措
い
て
な
い
」。

２　

三
峡
ダ
ム
計
画
に
つ
い
て
の
合
意
形
成

　

現
地
視
察
直
後
の
三
月
九
日
か
ら
二
六
日
ま
で
、
成
都
会
議
が
開
か
れ
た
。
三
月
二
三
日
に
周
恩
来
に
よ
る
三
峡
ダ
ム
と
長
江
流

域
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
、
二
五
日
に
「
中
共
中
央
関
於
三
峡
枢
紐
和
長
江
流
域
規
劃
的
意
見
」（
以
下
、

「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
が
採
択
さ
れ
た（（（
（

。
現
地
調
査
の
最
終
日
三
月
六
日
に
重
慶
に
お
い
て
周
恩
来
の
主
宰
で
「
総
結
紀
要
」

が
ま
と
め
ら
れ
、「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
主
と
し
て
そ
の
内
容
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た（（（
（

。

　

同
時
に
、
周
恩
来
は
毛
沢
東
や
朱
徳
の
意
向
を
も
組
み
入
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
第
一
項
目
の

書
き
出
し
で
あ
る
「
国
家
の
長
期
的
経
済
発
展
と
技
術
条
件
と
い
う
二
つ
の
面
か
ら
考
慮
す
る
と
、
三
峡
ダ
ム
の
建
設
が
必
要
で
あ

り
、
か
つ
建
設
す
る
能
力
も
備
え
て
い
る
」
と
い
う
文
言
の
あ
と
に
、
毛
沢
東
が
「
し
か
し
、
最
終
的
な
建
設
の
決
定
お
よ
び
着
工

時
期
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
か
か
わ
り
を
も
つ
各
方
面
の
準
備
作
業
が
大
ま
か
に
完
成
し
て
は
じ
め
て
決
心
を
固
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
付
け
加
え
て
修
正
し
て
い
る（（（
（

。

　

ま
た
、
周
恩
来
が
現
地
視
察
に
向
か
う
前
に
、
朱
徳
は
「
三
峡
ダ
ム
の
貯
水
位
は
早
い
う
ち
に
決
定
す
る
の
が
よ
い
。
と
い
う
の

も
、
決
定
し
な
い
と
工
業
の
配
置
が
困
難
に
な
る
。
重
慶
の
工
業
建
設
は
三
峡
ダ
ム
の
貯
水
位
が
決
定
さ
れ
て
は
じ
め
て
合
理
的
な

配
置
が
で
き
る
」
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る（（（
（

。
周
恩
来
は
重
慶
で
の
総
括
会
議
で
そ
の
意
見
を
伝
え
た
。
実
際
に
「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、「
三
峡
ダ
ム
の
正
常
貯
水
位
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
抑
え
、
そ
れ
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
一
九
〇

と
一
九
五
メ
ー
ト
ル
案
に
つ
い
て
も
資
料
と
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
三
峡
ダ
ム
の
技
術
的
な
問
題
に
関
す
る
唯
一
の
記
述
で
あ
る
が
、
四
川
省
、
と
り
わ
け
重
慶
市
の
水
没
軽
減
を
担
保
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
推
進
派
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、「
正
常
貯
水
位
を
決
定
す
る
カ
ギ
と
な
る
要
素
は
水
没
、
と
り
わ
け
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水
没
に
よ
る
重
慶
市
へ
の
影
響
で
あ
る
」（（（
（

。
別
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
三
峡
ダ
ム
の
政
策
形
成
過
程
に
は
重
慶
を
重
視
す
る
あ
る

種
の
合
意
が
一
貫
し
て
存
在
し
た
。

　
「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
三
峡
ダ
ム
計
画
に
つ
い
て
き
わ
め
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
表
現
を
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
前

述
し
た
第
一
項
目
で
あ
る
が
、
三
峡
ダ
ム
建
設
の
可
能
性
を
認
め
つ
つ
、
決
定
は
機
が
熟
し
た
の
ち
と
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
毛
沢

東
の
意
向
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、「
三
峡
ダ
ム
は
長
江
の
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
心
で
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
に
集
中
し
そ
の
他
を
顧
み
ず
、
三
峡
ダ
ム
を
も
っ
て
す
べ
て
に
取
っ
て
代
え
る
考
え
方
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、
三
峡
ダ
ム
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
慢
心
を
戒
め
た
点
で
あ
る
。

　

周
恩
来
は
南
寧
会
議
で
自
己
批
判
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
「
三
峡
ダ
ム
計
画
の
促
進
派
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
彼
は
こ
の
世
界
的
に
も
前
例
の
な
い
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
き
わ
め
て
慎
重
に
対
応
し
実
事
求

是
の
方
針
を
と
っ
た
」
と
李
鋭
が
評
し
た（（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
最
高
指
導
層
の
意
向
を
は
じ
め
、

現
地
視
察
で
表
出
し
た
多
様
な
意
見
を
組
み
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
進
の
時
代
に
あ
り
な
が
ら
賛
成
派
と
慎
重
派
の
両
方
が
う

け
入
れ
ら
れ
る
合
意
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

繰
り
か
え
し
に
な
る
が
、
毛
沢
東
が
三
峡
ダ
ム
着
工
の
決
心
は
各
種
の
準
備
作
業
が
大
ま
か
に
完
成
し
た
の
ち
に
固
め
る
、
と
修

正
意
見
を
提
示
し
た
こ
と
は
そ
れ
以
上
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
四
節　

成
都
会
議
後
の
動
き

１　
「
三
峡
科
技
研
究
会
議
」
に
お
け
る
王
任
重
の
反
発

　

後
年
、
林
一
山
は
「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
契
機
に
三
峡
ダ
ム
計
画
が
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
と
評
価
し
て
い
る（（（
（

。
林
一
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山
の
当
時
の
思
い
は
知
る
由
も
な
い
が
、
彼
が
南
寧
会
議
や
成
都
会
議
に
つ
い
て
多
く
を
語
ら
な
い
こ
と
か
ら
は
穏
や
か
な
ら
ざ
る

心
中
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
一
方
で
、
王
任
重
は
当
時
公
の
場
で
強
い
反
発
を
示
し
た
。

　

成
都
会
議
を
う
け
て
、
同
年
四
月
に
張
勁
夫
が
率
い
る
「
三
峡
科
技
領
導
小
組
」
が
成
立
し
た
。
じ
つ
は
李
鎮
南
の
回
顧
に
よ
れ

ば
、
周
恩
来
が
前
述
の
実
地
調
査
中
に
張
勁
夫
に
対
し
て
、
三
峡
ダ
ム
に
関
す
る
科
学
技
術
研
究
の
統
率
を
指
示
し
た（（（
（

。
当
時
、
長

弁
は
「
技
術
人
員
が
三
千
人
を
超
え
、
工
程
師
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
人
を
有
す
る
も
っ
と
も
強
力
な
研
究
機
構
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は

三
峡
ダ
ム
の
研
究
に
従
事
し
て
い
る
」
状
況
に
あ
っ
た
が
、
周
恩
来
が
現
場
を
み
て
、
三
峡
ダ
ム
を
め
ぐ
る
技
術
問
題
の
重
大
さ
に

懸
念
を
抱
い
た
こ
と
が
あ
る
と
う
か
が
え
よ
う（（（
（

。

　

つ
づ
い
て
、「
三
峡
科
技
領
導
小
組
」
の
主
宰
に
よ
る
長
江
三
峡
水
利
枢
紐
科
学
技
術
研
究
会
議
（
以
下
、
三
峡
科
技
研
究
会
議
（

が
六
月
五
日
か
ら
一
六
日
ま
で
武
漢
で
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
の
開
催
は
、
三
峡
ダ
ム
に
関
す
る
研
究
の
主
導
権
が
林
一
山
の
率
い

る
長
弁
か
ら
「
三
峡
科
技
領
導
小
組
」
に
移
行
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

王
任
重
は
初
日
に
、
各
部
門
か
ら
出
席
し
た
約
三
〇
〇
人
も
の
聴
衆
を
前
に
、
主
に
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
た（（（
（

。

　

第
一
に
、「
わ
た
し
は
湖
北
省
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
湖
北
人
民
の
利
益
か
ら
三
峡
ダ
ム
を
造
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
。

全
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
件
に
関
し
て
わ
た
し
は
積
極
的
で
あ
る
」
と
自
ら
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
二
に
、「
三
峡
ダ
ム
の
測
量
調
査
、
設
計
と
施
工
の
期
間
は
約
一
五
年
か
ら
二
〇
年
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
」
と
の
「
三
峡
ダ

ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
定
め
ら
れ
た
工
事
期
間
の
短
縮
を
求
め
た
。

　

王
任
重
は
、「
大
躍
進
運
動
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
多
く
、
速
く
、
立
派
に
、
む
だ
な
く
」
に
つ
い
て
、
自
分
が
も
っ
と
も

興
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
「
速
く
」
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
第
一
歩
と
し
て
、
五
年
前
倒
し
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

一
〇
年
か
ら
一
五
年
で
完
成
さ
せ
る
。
そ
れ
は
可
能
だ
ろ
う
か
？　

科
学
技
術
は
な
ん
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
？　

も
し
結
果
的

に
五
〇
年
も
か
か
る
な
ら
、
こ
の
会
議
を
開
く
必
要
は
な
か
っ
た
し
、
わ
た
し
も
と
っ
く
に
や
る
気
を
な
く
し
て
い
た
。（
中
略
（
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い
か
に
、
ど
の
程
度
短
縮
す
る
か
は
、
あ
な
た
た
ち
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
聴
衆
に
訴
え
て
い
る
。

　

第
三
に
、「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
へ
の
不
満
を
あ
ら
わ
に
し
た
う
え
で
、
重
ね
て
三
峡
ダ
ム
の
早
期
着
工
を
求
め
た
。「
成

都
会
議
で
は
三
五
の
文
件
が
起
草
さ
れ
、
そ
の
な
か
の
一
つ
は
三
峡
ダ
ム
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
四
個
は
素
晴
ら
し
い
が
、

た
っ
た
一
つ
よ
く
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
三
峡
ダ
ム
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
遅
す
ぎ
る
の
だ
」。（
中
略
（。「
六
億
人
を
擁
す
る
大
国

が
い
つ
も
他
国
の
後
塵
を
拝
す
る
の
は
、
み
っ
と
も
な
い
。
他
国
に
花
を
持
た
せ
て
も
よ
い
事
柄
も
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
第
一
位

を
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
三
峡
ダ
ム
は
い
ま
な
ら
世
界
一
の
規
模
を
誇
る
が
、
一
〇
年
、
二
〇
年
後
で
も
そ
う
だ

ろ
う
か
？　

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
速
度
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
一
〇
年
あ
る
い
は
一
五
年
の
う
ち
に
三
峡
ダ

ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
す
る
」。

　

そ
れ
は
自
他
と
も
に
認
め
る
三
峡
ダ
ム
推
進
派
王
任
重
の
、「
大
躍
進
運
動
」
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
着
工
が
決
定
さ
れ
な
か
っ
た

悔
し
さ
が
に
じ
む
ス
ピ
ー
チ
で
あ
っ
た
。

　

じ
つ
は
、「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、「
洞
庭
湖
水
系
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
規
劃
（
問
題
と
両
湖
（
湖
北
省
と
湖
南

省
―
―
筆
者
（
の
洪
水
対
策
問
題
は
、
可
及
的
速
や
か
に
王
任
重
同
志
が
責
任
を
も
っ
て
関
係
各
省
の
部
門
責
任
者
を
招
集
し
た
う

え
で
討
議
し
、
方
案
を
提
出
す
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
林
一
山
は
後
年
、「
総
理
が
王
任
重
に
両
湖
の
調
整
を
任
せ
た
が
、

利
口
な
王
任
重
は
調
整
が
難
し
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
」
と
語
っ
て
い
る（（（
（

。
こ
の
発
言
は
、
王
任
重
が
三
峡
ダ
ム
に
積
極
的
な
の
は

責
任
回
避
の
た
め
だ
と
す
る
婉
曲
な
指
摘
と
も
受
け
止
め
ら
れ
よ
う
。

２　

他
の
ア
ク
タ
ー
の
反
応

　

と
は
い
え
、
三
峡
ダ
ム
計
画
へ
の
呼
び
か
け
に
は
研
究
者
が
積
極
的
に
反
応
し
た
。
林
一
山
は
、「
五
八
年
六
月
の
第
一
次
三
峡

科
学
技
術
研
究
会
議
（「
三
峡
科
技
研
究
会
議
」（
に
お
い
て
、
全
国
数
十
の
科
学
技
術
研
究
部
門
が
、
研
究
課
題
を
分
担
し
期
間
内
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に
任
務
を
完
成
さ
せ
る
と
約
束
し
た
」
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。

　

当
時
北
京
大
学
の
副
校
長
と
し
て
五
人
の
同
僚
と
と
も
に
参
会
し
た
周
培
源
は
、
毛
沢
東
が
前
年
一
二
月
に
モ
ス
ク
ワ
で
発
表
し

た
「
東
風
が
西
風
を
制
す
」（
冷
戦
下
の
社
会
主
義
陣
営
が
か
な
ら
ず
や
資
本
主
義
陣
営
に
勝
つ
（
と
い
う
「
卓
越
し
た
見
解
」
を
引
き

合
い
に
、
旧
ソ
連
に
よ
る
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
が
米
国
に
衝
撃
を
与
え
た
事
例
を
紹
介
し
た
。
彼
は
、「
三
峡
ダ
ム
建
設
は
、
史

上
か
つ
て
な
い
壮
挙
」
で
あ
り
、「
中
央
が
三
峡
ダ
ム
建
設
を
決
定
し
た
こ
と
は
、
米
国
帝
国
主
義
に
再
度
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
三
峡
ダ
ム
の
建
設
を
決
定
し
た
こ
と
自
体
が
、
全
世
界
の
人
民
に
わ
れ
わ
れ
の
技
術
力
が
党
と
政
府
の
も
と

で
育
成
さ
れ
、
非
常
な
速
さ
で
発
展
し
た
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
だ
か
ら
だ
」
と
称
え
た
う
え
で
、「
明
ら
か
に
、
三
峡
ダ
ム
を
中

心
と
す
る
長
江
流
域
の
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
大
躍
進
で
あ
り
、
そ
の
実
施
に
よ
っ
て
全
国
の
生
産
力
が
向
上
し
、

工
業
と
農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
促
す
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た（（（
（

。

　

じ
つ
は
、
周
培
源
は
八
〇
年
代
後
半
か
ら
三
峡
ダ
ム
建
設
反
対
の
論
陣
を
張
る
キ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
彼
の
当
時

の
発
言
か
ら
は
、
冷
戦
下
ま
た
は
「
大
躍
進
運
動
」
の
さ
な
か
に
お
け
る
中
国
知
識
人
の
国
家
建
設
に
傾
け
る
思
い
が
伝
わ
る
。

　

他
方
、
李
鋭
が
率
い
る
水
電
部
門
を
は
じ
め
異
な
る
主
張
を
も
つ
組
織
も
存
在
し
た
。
王
任
重
は
そ
の
ス
ピ
ー
チ
の
な
か
で
、
一

機
部
を
名
指
し
で
や
り
玉
に
あ
げ
、
そ
の
非
協
力
的
な
姿
勢
を
批
判
し
て
い
る
。「
一
機
部
の
あ
る
同
志
が
、
一
七
メ
ー
ト
ル
の
大

旋
盤
は
造
れ
な
い
と
言
っ
た
そ
う
だ
」
と
し
た
う
え
で
、「
実
の
と
こ
ろ
、
大
型
旋
盤
工
場
（
具
体
的
な
場
所
は
不
明
―
―
筆
者
注
（

は
六
二
年
に
は
二
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
世
界
最
新
式
の
立
体
旋
盤
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
彼
ら
の
目
標
は
、
西
ド
イ
ツ
を
追

い
越
す
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
潜
在
力
を
充
分
に
考
慮
に
入
れ
、
速
さ
の
追
求
に
は
保
守
的
な
思
想
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
釘
を
刺
し
た（（（
（

。

３　

毛
沢
東
の
反
応
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毛
沢
東
は
成
都
会
議
後
、
柯
慶
施
、
李
井
泉
と
王
任
重
を
伴
っ
て
三
月
二
九
日
に
重
慶
か
ら
三
峡
を
下
り
、
四
月
一
日
に
武
漢
に

到
着
し
た
。
こ
れ
が
毛
沢
東
の
最
初
で
最
後
の
三
峡
下
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
を
選
ん
だ
こ
と
に
彼
の
三
峡
ダ
ム
へ
の
関
心
の

強
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。
船
上
で
は
、
三
〇
日
に
四
川
省
の
涪
陵
と
万
県
の
地
区
党
委
員
会
書
記
、
三
一
日
に
は
湖
北
省
の
宜
昌
市

と
沙
市
の
責
任
者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
地
域
は
三
峡
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
う
け
る
が
、
入
手
で
き

た
資
料
で
は
、
毛
沢
東
と
彼
ら
の
間
で
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
会
話
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
三
峡
エ
リ
ア
を
通
っ
た
際
に
、
毛
沢
東
は
船
長
に
そ
の
あ
た
り
で
の
航
行
は
危
険
か
と
問
う
た
。
船
長
は
、
渇
水
期
に
は

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
慣
れ
れ
ば
そ
れ
も
少
な
い
、
と
答
え
、
毛
沢
東
は
、「
も
し
わ
た
し
が
船
を
操
縦
す
る
な
ら
、

こ
う
い
う
険
要
な
と
こ
ろ
が
好
き
だ
。
深
い
淵
の
流
れ
の
な
い
水
が
い
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
絶
え
る
こ
と
な
く
滔
々
と
流
れ
る
長

江
が
い
い
の
か
？　

わ
た
し
が
思
う
に
、
や
は
り
滔
々
と
流
れ
る
長
江
が
い
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
そ
の
あ
と
に
、
長
江
に
そ
び

え
た
つ
「
神
女
峰
」
を
望
遠
鏡
で
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
鑑
賞
し
、「
神
女
」
に
ま
つ
わ
る
古
典
を
引
き
合
い
に
随
行
員
に
う
ん
ち

く
を
披
露
し
た（（（
（

。

　

別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
が
五
六
年
六
月
に
詠
ん
だ
詩
文
「
高
峡
出
平
湖
」
や
「
神
女
應
無
恙
」
は
、
林
一
山
も
認
め
た

よ
う
に
、
三
峡
ダ
ム
を
推
進
す
る
勢
い
に
棹
さ
す
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。
し
か
し
、
毛
沢
東
が
三
峡
下
り
で
行
っ
た
言
説
か

ら
は
、
二
年
前
に
声
高
に
歌
い
上
げ
た
三
峡
ダ
ム
へ
の
熱
い
思
い
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
毛
沢
東
が
「
深
い
淵
の
流
れ
の

な
い
水
」
よ
り
、「
絶
え
る
こ
と
な
く
滔
々
と
流
れ
る
長
江
」
を
好
む
と
す
れ
ば
、
長
江
を
堰
き
止
め
る
三
峡
ダ
ム
の
実
現
を
託
し

た
と
解
釈
さ
れ
る
「
高
峡
出
平
湖
」
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
る
。

　

そ
れ
は
、
南
寧
会
議
と
成
都
会
議
後
の
毛
沢
東
の
心
境
変
化
と
も
受
け
取
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
た
毛
沢
東
の
心
境

の
変
化
は
、
彼
が
「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
修
正
点
と
し
て
入
れ
た
上
述
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
現
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
同
月
五
日
に
毛
沢
東
は
、
武
漢
で
ル
ー
マ
ニ
ア
代
表
団
に
対
し
て
、「
わ
れ
わ
れ
は
三
峡
地
域
で
ダ
ム
を
造
る
予
定
だ
。
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そ
の
準
備
に
五
年
か
ら
七
年
か
か
り
、
完
成
に
は
一
五
年
か
ら
二
〇
年
か
か
る
」
と
紹
介
し
た（（（
（

。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
で
決
定
さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

三
峡
ダ
ム
計
画
は
、
一
九
五
四
年
の
長
江
大
洪
水
を
契
機
に
最
高
指
導
層
の
危
機
管
理
意
識
が
高
ま
り
、
ソ
連
人
専
門
家
の
招
聘

を
経
て
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
五
八
年
に
な
る
と
、
順
調
に
進
ん
で
い
た
計
画
は
南
寧
会
議
と
成
都

会
議
の
後
に
停
滞
の
き
ざ
し
を
み
せ
は
じ
め
た
。
本
稿
で
は
、「
大
躍
進
運
動
」
の
さ
な
か
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
目
玉
に
な
り
う

る
三
峡
ダ
ム
の
着
工
が
決
定
さ
れ
ず
、
の
ち
の
停
滞
に
つ
な
が
る
要
因
を
南
寧
会
議
と
そ
の
後
の
動
き
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
一
の
要
因
と
は
、
南
寧
会
議
で
三
峡
ダ
ム
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
議
論
さ
れ
、
と
り
わ
け
そ
の
建
設
費
と
安
全
保
障
の

問
題
が
表
面
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
毛
沢
東
を
は
じ
め
最
高
指
導
層
が
計
画
そ
の
も
の
を
客
観
視
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

　

毛
沢
東
自
身
が
そ
れ
ま
で
の
林
一
山
ら
推
進
派
に
よ
る
、
三
峡
ダ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
が
ち
な
報
告
と
異
な
る
、
建
設
費
や

安
全
保
障
を
は
じ
め
と
す
る
シ
ビ
ア
な
問
題
提
起
に
触
れ
た
こ
と
で
、
着
工
の
即
決
条
件
は
整
っ
て
い
な
い
と
認
識
を
改
め
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
毛
沢
東
が
そ
の
後
も
一
貫
し
て
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
を
理
由
に
、
推
進
派
の
要
求
を
却
下
し
て
い
た

こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。

　

毛
沢
東
は
「
大
躍
進
運
動
」
を
決
定
し
た
南
寧
会
議
で
三
峡
ダ
ム
計
画
を
議
題
に
挙
げ
、
急
き
ょ
招
集
し
た
林
一
山
と
李
鋭
に
二

度
の
議
論
を
行
わ
せ
な
が
ら
、「
中
央
は
決
定
し
て
い
な
い
が
、
自
分
は
関
心
を
持
っ
て
い
る
」
と
表
明
す
る
以
上
の
積
極
的
態
度

を
み
せ
て
い
な
い
。
そ
し
て
彼
は
、
成
都
会
議
で
策
定
さ
れ
た
「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
は
、
着
工
の
決
心
は
三
峡
ダ
ム
に
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関
す
る
各
種
の
準
備
作
業
が
大
ま
か
に
完
成
し
た
の
ち
に
固
め
る
と
の
修
正
意
見
を
加
え
た
。
そ
れ
が
三
峡
ダ
ム
に
関
す
る
一
つ
の

合
意
と
な
っ
た
。

　

李
鋭
は
、
南
寧
会
議
で
毛
沢
東
が
三
峡
ダ
ム
の
着
工
決
定
ま
で
求
め
な
か
っ
た
の
は
、
自
分
が
「
小
人
物
」
で
あ
る
た
め
意
見
が

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。
南
寧
会
議
に
お
い
て
、
李
鋭
の
意
見
が
三
峡
ダ
ム
計
画
の
政
策
決
定
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
は
否
め
ま
い
。
三
峡
ダ
ム
建
設
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
の
認
識
は
、
彼
の
意
見
に
よ
っ
て
周
恩
来
ら
政
治
局
会
議
出
席

者
の
間
で
共
有
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
毛
沢
東
は
こ
う
し
た
出
席
者
の
意
向
も
た
ぶ
ん
に
汲
み
取
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

第
二
は
、
三
峡
ダ
ム
計
画
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
り
、
そ
こ
に
も
迷
走
の
要
因
が
内
包
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
別
稿
で
は
、

五
四
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
三
峡
ダ
ム
計
画
が
大
き
く
推
進
さ
れ
た
背
景
に
、
水
利
と
水
電
の
両
部
門
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
で

の
攻
防
と
、
最
高
指
導
層
の
支
持
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た（（（
（

。
こ
の
時
点
で
は
、
三
峡
ダ
ム
計
画
は
限
ら
れ

た
両
部
門
間
の
空
間
内
で
争
わ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
最
高
指
導
層
の
支
持
さ
え
取
り
付
け
て
し
ま
え
ば
、
政
策
が
進
む
と
い
う
構
図
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
限
ら
れ
た
空
間
の
な
か
で
、
政
策
推
進
者
と
最
高
指
導
層
の
意
見
が
一
致
す
れ
ば
政
策
が
動
き
出

す
。

　

し
か
し
、
三
峡
ダ
ム
計
画
が
前
進
す
る
こ
の
二
つ
の
要
件
が
五
八
年
一
月
南
寧
会
議
を
契
機
に
少
な
く
と
も
八
〇
年
代
半
ば
ま
で

成
立
し
な
く
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
毛
沢
東
を
は
じ
め
最
高
指
導
層
は
推
進
派
林
一
山
よ
り
も
慎
重
派
李
鋭
の
意
見
を
受
け
入
れ
、

三
峡
ダ
ム
計
画
に
慎
重
な
姿
勢
を
み
せ
た
。「
南
寧
会
議
後
、
三
峡
ダ
ム
の
要
所
に
つ
い
て
毛
沢
東
と
中
央
の
そ
の
他
の
指
導
者
は

多
少
な
り
と
も
理
解
で
き
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
以
後
、
毛
沢
東
と
周
恩
来
が
逝
去
す
る
ま
で
、
関
係
者
か
ら
い
か
な
る
催
促

が
あ
ろ
う
と
も
、
彼
ら
は
三
峡
ダ
ム
の
着
工
を
首
肯
し
な
か
っ
た
」
と
李
鋭
が
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る（（（
（

。

　

ま
た
、
南
寧
会
議
後
に
実
施
さ
れ
た
実
地
調
査
は
一
〇
〇
人
規
模
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
成
都
会
議
後
に
中
国
科
学
院
副
院
長
張



22

法学研究 90 巻 7 号（2017：7）

勁
夫
が
率
い
る
「
三
峡
科
技
領
導
小
組
」
の
主
宰
す
る
「
三
峡
科
技
研
究
会
議
」
が
開
か
れ
た
が
、
そ
の
参
加
者
も
三
〇
〇
人
を
超

え
て
い
た
。
そ
の
後
は
、
水
利
と
水
電
の
両
部
門
の
ほ
か
に
、
多
く
の
組
織
や
研
究
者
が
三
峡
ダ
ム
の
研
究
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
う
え
、
そ
れ
を
指
揮
す
る
の
が
林
一
山
の
取
り
仕
切
る
長
弁
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
も
推
進
派
の
影
響
力
を
弱
め
る
一
因
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　

別
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
同
年
夏
ご
ろ
に
な
る
と
、
台
湾
海
峡
危
機
に
よ
っ
て
南
寧
会
議
で
議
論
さ
れ
た
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題

が
現
実
味
を
帯
び
、
解
放
軍
総
参
謀
部
が
参
入
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
推
進
派
の
提
案
し
た
ダ
ム
サ
イ
ト
は
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

三
〇
年
間
も
迷
走
す
る
事
態
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
三
峡
ダ
ム
は
本
格
的
に
停
滞
し
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
き
ざ
し
が
南
寧
会
議
で

の
議
論
を
契
機
と
し
た
そ
の
後
の
動
き
に
内
包
さ
れ
て
い
た
。
三
峡
ダ
ム
の
歴
史
に
お
い
て
、
南
寧
会
議
は
一
つ
の
転
換
点
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

〈
付
記
〉
本
研
究
は
、
平
成
二
九
年
度
慶
應
義
塾
学
事
振
興
資
金
の
援
助
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
1
（　

拙
稿
「
一
九
五
四
年
長
江
大
洪
水
と
三
峡
ダ
ム
計
画
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
第
九
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
一

七
年
二
月
。

（
2
（　
「
中
共
湖
北
省
委
第
一
書
記
王
任
重
同
志
在
長
江
三
峡
水
利
枢
紐
科
学
技
術
会
議
上
的
講
話
（
一
九
五
八
年
六
月
五
日
（」『
人
民
長

江
』
一
九
五
八
年
第
七
期
。

（
（
（　

“The T
hree Gorges D

am
 Project

”, K
enneth G. Lieberthal and M

ichel O
ksenberg: Policy-M

aking in China: 
Leaders, Structures and Processes, Princeton: Princeton U

niversity Press, 19（（, pp.297-（01.

（
（
（　
「
関
於
召
開
南
寧
会
議
的
通
知
一
九
五
八
年
一
月
（
毛
沢
東
手
稿
（」。
毛
沢
東
が
本
通
知
で
召
集
し
た
の
は
、「
呉
冷
西
、
周
恩
来
、

劉
少
奇
、
李
富
春
、
薄
一
波
、
黄
敬
、
王
鶴
寿
、
李
先
念
、
陳
雲
、
鄧
小
平
、
彭
真
、
胡
喬
木
、
陳
伯
達
、
田
家
英
、
欧
陽
欽
、
劉
仁
、

張
徳
生
、
李
井
泉
、
潘
復
生
、
王
任
重
、
楊
尚
奎
、
陶
鋳
、
周
小
舟
、
史
向
生
、
劉
建
勛
、
韋
国
清
、
毛
沢
東
」
の
二
七
人
で
あ
る
。
し



2（

一九五八年の南寧会議と三峡ダム計画

か
し
、
陳
雲
、
鄧
小
平
、
張
徳
生
と
潘
復
生
が
欠
席
し
、
名
簿
に
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
柯
慶
施
が
一
月
一
三
日
に
到
着
し
た
こ
と
を
鑑

み
る
に
、
南
寧
会
議
の
出
席
者
は
二
四
名
で
あ
る
。
出
典
：『
周
恩
来
伝
一
八
九
八
〜
一
九
七
六
』
下
巻
、
一
二
三
五
〜
一
二
三
六
頁
、

中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。
ま
た
、
李
鋭
著
『「
大
躍
進
」
親
歴
記
』
三
〇
頁
（
上
海
遠
東
出
版
社
、
一
九
九
五
年
（
は
人
数
を

二
六
名
と
し
て
お
り
、
本
通
知
の
出
席
者
リ
ス
ト
と
一
部
一
致
し
な
い
。

（
（
（　

同
右
、「
関
於
召
開
南
寧
会
議
的
通
知
一
九
五
八
年
一
月
（
毛
沢
東
手
稿
（」、『
周
恩
来
伝
一
八
九
八
〜
一
九
七
六
』
下
巻
、
一
二
三

五
〜
一
二
三
六
頁
。

（
（
（　

薄
一
波
著
『
若
干
重
大
決
策
与
事
件
的
回
顧
』
六
四
六
、
六
五
〇
頁
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

（
7
（　

前
掲
、『
周
恩
来
伝
一
八
九
八
〜
一
九
七
六
』
下
巻
、
一
二
三
六
頁
。

（
（
（　

同
右
、『
周
恩
来
伝
一
八
九
八
〜
一
九
七
六
』
下
巻
、
一
二
三
七
頁
。

（
9
（　

同
右
、『
周
恩
来
伝
一
八
九
八
〜
一
九
七
六
』
下
巻
、
一
二
三
七
頁
。

（
10
（　

前
掲
、『「
大
躍
進
」
親
歴
記
』
一
五
頁
。

（
11
（　

盧
江
林
、
張
世
黎
、
成
綬
台
共
著
『
風
流
峡
谷
―
中
国
長
江
三
峡
工
程
』
七
八
頁
、
中
国
青
年
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。
李
鋭
著

『
李
鋭
近
作
―
世
紀
之
交
留
言
』
三
二
六
頁
、
中
華
国
際
出
版
集
団
有
限
公
司
出
版
、
二
〇
〇
三
年
。
宋
暁
夢
著
『
党
内
有
個
李
鋭
』
一

八
頁
、
名
流
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。
盧
躍
剛
「
長
江
三
峡
―
中
国
的
史
詩
」『
中
国
作
家
』
一
九
九
二
年
第
六
期
。

（
12
（　

李
鋭
が
南
寧
会
議
に
つ
い
て
論
じ
た
文
献
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
稿
は
『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
か
ら
引
用
す
る
。

　
　
「
関
於
三
峡
問
題
的
『
御
前
』
争
論
―
憶
毛
主
席
親
自
主
持
的
一
九
五
八
年
南
寧
会
議
」『
炎
黄
春
秋
』
一
九
九
二
年
五
月
号
。『
李
鋭

往
事
雑
憶
』
二
五
一
〜
二
七
四
頁
、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。『「
大
躍
進
」
親
歴
記
』
一
〜
二
九
頁
、
上
海
遠
東
出
版
社
、
一

九
九
六
年
。「
回
憶
南
寧
会
議
討
論
三
峡
問
題
」『
湖
北
文
史
資
料
』
八
二
〜
一
〇
一
頁
、
一
九
九
七
年
Ｓ
１
期
。
湖
北
省
政
協
文
史
資
料

委
員
会
、
宜
昌
市
政
協
学
習
文
史
委
員
会
『
三
峡
文
史
博
覧
』
八
二
〜
一
〇
一
頁
、
中
国
文
史
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
中
国
水
力
発
電

史
料
徴
集
編
輯
委
員
会
『
中
国
水
力
発
電
史
料
』（
内
部
資
料
（
二
四
〜
三
一
頁
、
中
国
水
力
発
電
学
会
、
一
九
九
八
年
。「
回
憶
南
寧
会

議
討
論
三
峡
問
題
」『
文
史
精
華
』
一
九
九
八
年
三
月
号
。『
李
鋭
文
集
』
第
一
〇
集
「
論
三
峡
工
程
」
二
〇
九
〜
二
三
一
頁
、
中
国
社
会

科
学
出
版
社
、
深
圳
香
港
社
会
科
学
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

　
　

ま
た
、
信
憑
性
の
高
い
関
連
文
献
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
韓
磊
「
関
於
三
峡
的
一
場
『
御
前
弁
論
』」『
炎
黄
春
秋
』
二
〇
〇
八
年
第
一
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〇
期
。
蘆
江
林
、
張
世
黎
、
陳
綬
台
「
三
峡
工
程
的
一
場
唇
銃
舌
剣
」『
炎
黄
春
秋
』
一
九
九
三
年
一
二
月
号
。
同
右
、『
党
内
有
個
李

鋭
』
四
〜
二
〇
頁
。

（
1（
（　

同
右
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
五
一
、
二
六
〇
頁
。

（
1（
（　

林
一
山
主
編
『
高
峡
出
平
湖
―
長
江
三
峡
工
程
』
四
二
頁
、
中
国
青
年
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。
南
寧
会
議
時
、
魏
廷
琤
は
林
一
山

に
同
行
せ
ず
、
丹
江
口
ダ
ム
の
実
地
調
査
を
し
て
い
た
と
洪
慶
余
が
述
べ
て
い
る
。
前
掲
、『
風
流
峡
谷
』
七
七
頁
。
林
一
山
の
回
顧
録

も
魏
廷
錚
で
は
な
く
、
張
行
彬
を
連
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
林
一
山
著
『
林
一
山
回
憶
録
』
一
六
八
頁
、
方
志
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
1（
（　

林
一
山
「
回
顧
五
〇
年
代
毛
主
席
、
周
恩
来
対
治
江
工
作
的
重
要
指
示
」
中
国
三
峡
総
公
司
編
『
三
峡
工
程
建
設
年
鑑
二
〇
〇
一

年
』
三
六
五
頁
、
中
国
三
峡
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。
林
一
山
「
在
南
寧
会
上
」（
一
九
八
四
年
二
月
執
筆
（、
楊
世
華
主
編
『
林
一
山
治

水
文
選
』
一
五
頁
、
新
華
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

（
1（
（　

出
席
者
リ
ス
ト
は
、
本
稿
前
掲
注
（
（
（
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
（　

前
掲
、『
風
流
峡
谷
』
七
八
頁
。

（
1（
（　

前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
六
一
頁
。

（
19
（　

同
右
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
六
九
頁
。
李
鋭
の
報
告
書
全
文
は
下
記
書
籍
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
中
国
水
力
発
電
史
料
徴
集
編
輯

委
員
会
編
『
中
国
水
力
発
電
史
料
選
編
』
三
二
〜
三
八
頁
、
内
部
発
行
、
水
力
部
門
の
幹
部
と
技
術
者
の
有
志
が
刊
行
し
た
『
中
国
水
力

発
電
史
料
』（
一
九
八
七
〜
九
七
年
（
の
内
容
を
選
定
し
て
編
輯
し
た
本
冊
子
に
は
出
版
年
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
九
八
年
刊
行
の

可
能
性
が
高
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
報
告
書
の
初
出
は
『
中
国
水
力
発
電
史
料
』（
九
六
年
第
一
期
（
三
一
〜
三
七
頁
に
あ
る
。

　
　

ま
た
、
下
記
書
籍
に
も
同
報
告
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
タ
イ
ト
ル
が
「
大
力
発
展
水
電
和
修
建
三
峡
水
電
站
的
問
題
」
に
な
っ
て

い
る
。
李
鋭
著
『
論
三
峡
工
程
』
七
八
〜
九
三
頁
、
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。
ま
た
は
、
李
鋭
著
、
薛
暁
源
編
『
直
言
―

李
鋭
六
〇
年
的
憂
与
思
』
一
五
五
〜
一
七
〇
頁
、
今
日
中
国
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
20
（　

李
鋭
と
林
一
山
の
論
争
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
前
掲
、「
長
江
大
洪
水
と
三
峡
ダ
ム
計
画
」。

（
21
（　

前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
四
二
頁
。

（
22
（　

同
右
、『
高
峡
出
平
湖
』
四
二
〜
四
三
頁
。

（
2（
（　

前
掲
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
六
九
頁
。
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（
2（
（　

中
国
三
峡
総
公
司
編
『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
年
』
二
六
三
頁
、
中
国
三
峡
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

（
2（
（　

林
一
山
「
関
於
長
江
流
域
規
劃
若
干
問
題
的
商
討
」『
中
国
水
利
』
一
九
五
六
年
第
六
期
。
こ
の
論
文
は
内
容
の
変
化
が
み
ら
れ
る

が
、
前
掲
、
楊
世
華
編
『
林
一
山
治
水
文
選
』
二
五
四
〜
二
八
六
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2（
（　

林
一
山
「
長
江
流
域
綜
合
利
用
規
劃
要
点
報
告
総
論
」、
同
右
、『
林
一
山
治
水
文
選
』
一
六
三
、
一
八
七
頁
。

（
27
（　

林
一
山
「
関
於
長
江
三
峡
工
程
設
計
問
題
的
報
告
」、
同
右
、『
林
一
山
治
水
文
選
』
三
七
二
〜
三
七
三
頁
。

（
2（
（　

前
掲
、『
中
国
水
力
発
電
史
料
選
編
』
三
七
頁
。

（
29
（　
『
毛
沢
東
年
譜
』
に
は
、
一
月
二
二
日
夜
、
毛
沢
東
が
三
峡
ダ
ム
計
画
に
つ
い
て
会
議
を
主
宰
し
発
言
し
た
旨
の
記
述
は
な
い
。
ま

た
、
一
月
一
八
日
の
記
述
で
は
、「
毛
沢
東
は
李
鋭
の
意
見
を
肯
定
し
、
三
峡
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
着
工
の
延
期
を
決
定
し
た
」
と
あ
る

が
、
李
鋭
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
が
「
中
央
は
三
峡
ダ
ム
の
建
設
決
定
を
し
て
い
な
い
」
と
発
言
し
た
の
は
二
二
日
で
あ
っ
た
。
中

共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
毛
沢
東
年
譜
一
九
四
九
〜
七
六
年
』
第
三
巻
、
二
八
四
、
二
八
七
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。

（
（0
（　

前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
六
八
頁
。

（
（1
（　

同
右
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
七
〇
頁
。

（
（2
（　

傅
秀
堂
（
長
江
水
利
委
員
会
原
副
主
任
、
科
学
技
術
委
員
会
顧
問
（「
聴
林
主
任
口
述
歴
史
」『
林
一
山
治
江
思
想
研
究
会
会
刊
』
二

〇
一
〇
年
第
二
輯
。「
聴
林
一
山
口
述
歴
史
」
の
前
半
部
分
の
内
容
は
、
傅
秀
堂
が
林
一
山
か
ら
聞
い
た
話
に
つ
い
て
時
間
と
場
所
を
含

め
て
忠
実
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
傅
秀
堂
は
公
表
に
あ
た
っ
て
自
分
が
林
一
山
の
話
を
「
書
き
直
し
ま
た
は
削
除
す
る
権
利
も
な
く

そ
の
気
も
な
い
」
と
し
て
お
り
、
信
憑
性
の
高
い
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
林
一
山
の
発
言
は
「
一
九
九
一
年
九
月
一
七
日
九
時
〜

一
一
時
に
、
林
主
任
の
北
京
住
居
」
で
な
さ
れ
た
。

（
（（
（　

拙
稿
「
中
国
水
力
発
電
部
門
と
三
峡
ダ
ム
計
画
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
第
八
九
巻
第
一
二
号
、
二
〇
一
六

年
一
二
月
。

（
（（
（　

前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
六
九
頁
。

（
（（
（　

前
掲
、『
周
恩
来
伝
一
八
九
八
〜
一
九
七
六
』
下
巻
、
一
二
四
四
頁
。

（
（（
（　

前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
七
一
頁
。
同
時
に
、
毛
沢
東
が
林
一
山
の
文
章
に
つ
い
て
「
師
範
学
校
で
勉
強
し
た
の
に
下
手
だ
」

と
指
摘
し
た
と
李
鋭
が
回
顧
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
林
一
山
は
「
毛
沢
東
が
文
章
を
筆
者
に
戻
し
、
な
に
も
意
見
を
言
わ
な
か
っ
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た
」
と
し
て
い
る
。
前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
四
七
頁
。

　
　

ま
た
は
、「
周
恩
来
は
、
水
電
部
が
起
草
し
た
黄
河
流
域
の
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
報
告
を
胡
喬
木
に
修
正
さ
せ
た
が
、
胡
喬

木
は
文
章
が
巧
み
だ
が
水
利
の
専
門
知
識
が
な
い
の
で
、
良
い
出
来
で
は
な
か
っ
た
と
語
っ
た
。
そ
の
周
恩
来
が
は
か
ら
ず
も
自
分
の
文

章
を
気
に
入
っ
て
く
れ
た
」
と
林
一
山
が
回
顧
し
て
い
る
。
前
掲
、『
林
一
山
回
顧
録
』
一
七
二
頁
。
林
一
山
は
胡
喬
木
ら
の
態
度
に
つ

い
て
回
顧
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
記
述
に
よ
っ
て
自
ら
の
名
誉
を
挽
回
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
（7
（　

李
鋭
は
、
毛
沢
東
の
秘
書
田
家
英
と
親
し
く
、
そ
の
職
務
の
大
変
さ
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
水
電
部
門
の
仕
事
に
愛
着

が
あ
っ
た
た
め
、
固
辞
し
た
が
、
同
席
の
面
々
に
毛
沢
東
の
力
と
な
る
よ
う
に
と
説
得
さ
れ
た
。
結
局
、
水
電
総
局
長
と
電
力
工
業
部
長

助
理
の
ポ
ス
ト
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
、
毛
沢
東
の
通
信
秘
書
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
李
鋭
は
五
八
年
八
月
に
水
利
電
力

部
副
部
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。
同
右
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
七
一
〜
二
七
二
頁
。
ま
た
は
前
掲
、『
毛
沢
東
年
譜
』
第
三
巻
、
二
八
四
頁
。

（
（（
（　

同
右
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
八
五
頁
。

（
（9
（　

実
地
調
査
に
つ
い
て
次
の
文
献
が
あ
る
。
前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
七
五
〜
二
九
八
頁
。『「
大
躍
進
」
親
歴
記
』
一
二
九
〜
一

五
六
頁
。『
三
峡
文
史
博
覧
』
一
四
八
〜
一
六
八
頁
。『
直
言
』
一
七
一
〜
一
九
三
頁
。『
李
鋭
文
集
』
第
一
〇
集
「
論
三
峡
工
程
」
二
三

二
〜
二
五
七
頁
。
本
稿
で
は
『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
か
ら
引
用
す
る
。

（
（0
（　

北
京
か
ら
の
参
加
者
に
胡
耀
邦
が
い
た
と
李
鋭
が
回
顧
し
て
い
る
。
同
右
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
七
五
頁
。

（
（1
（　

同
右
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
一
七
頁
。

（
（2
（　

李
鋭
の
発
言
原
稿
は
下
記
書
籍
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
、
李
鋭
著
「
一
九
五
八
年
三
月
在
三
峡
会
議
上
的
発
言
」『
論
三
峡
工

程
』
九
四
〜
九
九
頁
。

（
（（
（　

前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
七
七
〜
二
七
九
頁
。
李
鋭
は
ソ
連
人
専
門
家
四
人
の
ス
ピ
ー
チ
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
王
任
重

の
日
記
で
は
、
当
時
発
言
し
た
ソ
連
人
専
門
家
が
六
人
い
た
と
し
て
い
る
。
王
任
重
「
随
周
総
理
考
察
三
峡
日
記
」、
前
掲
、『
三
峡
文
史

博
覧
』
一
四
四
頁
。

（
（（
（　

李
鎮
南
著
『
治
江
側
記
』
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
、
中
国
水
利
水
電
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
（（
（　
「
王
任
重
は
、
南
寧
会
議
で
林
一
山
が
な
じ
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
彼
を
弁
護
し
た
」。
章
重
著
『
東
湖
情
深
―
毛
沢
東
与
王
任
重
十

三
年
的
交
往
』
一
一
六
頁
、
中
共
党
史
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。
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（
（（
（　

前
掲
、
王
任
重
「
随
周
総
理
考
察
三
峡
日
記
」『
三
峡
文
史
博
覧
』
一
四
六
頁
。
同
右
、『
東
湖
情
深
』
一
一
六
頁
。

（
（7
（　

前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
九
〇
〜
二
九
一
頁
。

（
（（
（　

同
右
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
八
八
〜
二
八
九
頁
。

（
（9
（　

銭
正
英
「
我
対
長
江
三
峡
工
程
的
認
識
（
一
九
九
二
年
三
月
（」『
銭
正
英
水
利
文
選
』
二
九
七
頁
、
中
国
水
利
水
電
出
版
社
、
二
〇

〇
〇
年
。
ま
た
は
、「
三
峡
工
程
的
前
前
後
後
―
銭
正
英
訪
談
録
」『
文
滙
報
』
一
九
九
二
年
三
月
一
七
日
。

（
（0
（　
「
関
於
三
峡
水
利
枢
紐
和
長
江
流
域
規
劃
的
意
見
（
一
九
五
八
年
三
月
二
五
日
成
都
会
議
通
過
、
四
月
五
日
中
央
政
治
局
会
議
批

准
（」『
党
的
文
献
』
一
九
九
七
年
二
月
号
。
次
の
文
献
は
、「
四
月
一
五
日
、
中
央
政
治
局
が
こ
の
報
告
を
批
准
し
た
」
と
し
て
い
る
が
、

誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
、『
周
恩
来
伝
一
八
九
八
〜
一
九
七
六
』
下
巻
、
一
二
四
九
頁
。

（
（1
（　

曹
応
旺
著
『
周
恩
来
与
治
水
』
四
〇
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。
ま
た
前
掲
、
王
任
重
「
随
周
総
理
考
察
三
峡
日
記
」

『
三
峡
文
史
博
覧
』
一
四
五
頁
。
前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
六
一
頁
。
し
か
し
、
林
一
山
は
晩
年
「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
決
議
全
文
の

ほ
と
ん
ど
は
李
鋭
が
起
草
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。『
林
一
山
回
顧
録
』
一
八
三
頁
。
李
鋭
自
身
は
、「
要
防
止
等
待
三
峡
工
程
和
有
了
三

峡
工
程
就
万
事
大
吉
的
思
想
」
と
い
う
文
言
を
付
け
加
え
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
周
恩
来
が
重
慶
で
行
っ
た
総
括
の
な
か
で
述
べ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
文
献
も
あ
る
。
前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
九
六
頁
。『
周
恩
来
与
治
水
』
四
一
頁
。
ま
た
は
、
前
掲
、
王

任
重
「
随
周
総
理
考
察
三
峡
日
記
」『
三
峡
文
史
博
覧
』
一
四
六
頁
。

（
（2
（　
「
毛
沢
東
対
成
都
会
議
関
於
三
峡
水
利
枢
紐
和
長
江
流
域
規
劃
意
見
稿
的
修
改
（
一
九
五
八
年
三
月
（」『
党
的
文
献
』
一
九
九
七
年

二
月
号
、
四
六
頁
。
こ
れ
は
公
式
資
料
に
残
っ
た
記
録
で
あ
る
。
同
時
に
、
李
鋭
に
よ
れ
ば
、「
水
力
発
電
と
火
力
発
電
、
発
電
と
用
電

（
電
力
販
路
の
確
保
（」
と
い
う
文
言
も
毛
沢
東
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
九
四
〜
二
九
六
頁
。

（
（（
（　

曹
応
旺
「
老
一
輩
革
命
家
与
三
峡
工
程
」『
党
的
文
献
』
一
九
九
七
年
二
月
号
、
五
四
頁
。

（
（（
（　

長
江
水
利
委
員
会
編
『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
八
一
頁
、
湖
北
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
（（
（　

前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
九
四
頁
。

（
（（
（　

前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
六
五
頁
。

（
（7
（　

前
掲
、『
治
江
側
記
』
一
〇
九
、
一
一
〇
頁
。

（
（（
（　

前
掲
、
李
鋭
著
「
一
九
五
八
年
三
月
在
三
峡
会
議
上
的
発
言
」『
論
三
峡
工
程
』
九
九
頁
。
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（
（9
（　

前
掲
、「
中
共
湖
北
省
委
第
一
書
記
王
任
重
同
志
在
長
江
三
峡
水
利
枢
紐
科
学
技
術
会
議
上
的
講
話
（
一
九
五
八
年
六
月
五
日
（」。

（
（0
（　

前
掲
、
傅
秀
堂
「
聴
林
主
任
口
述
歴
史
」、
こ
の
発
言
は
「
一
九
九
三
年
五
月
二
九
日
午
後
」
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
（1
（　

前
掲
、「
長
江
流
域
綜
合
利
用
規
劃
要
点
報
告
総
論
（
一
九
五
九
年
七
月
（」『
林
一
山
治
水
文
選
』
一
九
一
頁
。「
全
国
科
学
技
術
界

争
相
為
三
峡
服
務
、
三
峡
水
利
枢
紐
科
学
技
術
研
究
会
議
確
定
研
究
課
題
」『
電
業
技
術
通
訊
』
一
九
五
八
年
第
七
期
。

（
（2
（　

周
培
源
（
北
京
大
学
副
校
長
（「
修
建
三
峡
水
庫
的
国
際
主
義
」『
人
民
長
江
』
一
九
五
八
年
第
七
期
。

（
（（
（　

前
掲
、
王
任
重
「
中
共
湖
北
省
委
第
一
書
記
王
任
重
同
志
在
長
江
三
峡
水
利
枢
紐
科
学
技
術
会
議
上
的
講
話
（
一
九
五
八
年
六
月
五

日
（」。

（
（（
（　

前
掲
、『
毛
沢
東
年
譜
』
第
三
巻
、
三
三
〇
頁
。

（
（（
（　

前
掲
、
拙
稿
「
一
九
五
四
年
長
江
大
洪
水
と
三
峡
ダ
ム
計
画
」。

（
（（
（　

前
掲
、『
毛
沢
東
年
譜
』
第
三
巻
、
三
三
四
頁
。
ま
た
は
、
曹
応
旺
「
老
一
輩
革
命
家
与
三
峡
工
程
」。

（
（7
（　

前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
七
一
頁
。

（
（（
（　

前
掲
、
拙
稿
「
一
九
五
四
年
長
江
大
洪
水
と
三
峡
ダ
ム
計
画
」。

（
（9
（　

前
掲
、『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
九
八
頁
。


